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「予科寮生活の想い出」

松 尾 保(26年 卒)

肉二壇の葉 を形 どった徽章が鮮やかな白線帽,裸

子 に白鼻緒の高下駄,腰 に汚れたタオル,マ ン

トをなびかせ て盃 山を脊にポプラ並木 を謳歌 し

た篠山での予科生活,一 一年足 らずの短 い期 間で

あったが,青 春時代の良 き想い出である.

昭和21年5月,予 科編入が決 まった とき,私

の脳 裏か ら消 えていた高校時代の兄の蛮か ら姿

こども心 に憧れていた.こ れか らの予科生活,

青春 を大いに楽 しもうとい う躍動感,今 で もよ

く覚 えている.50年 の旅路 の映像 を戻 しなが ら

予科 時代,寮 生活の2,3の 想い出を綴 り,若

さを保つエ ネルギーの糧 に したい.

その1.フ ァイヤース トーム

入寮 第一夜,全 寮生が校庭 にかが り火 を囲み,

青春歌 を絶唱,怒 涛の如 く,怒 声 をは りあげ,

町に踊 りでた.篠 山の町民 はさぞ驚いた事であ

ろ う.同 室の高橋君 と警察署の前で青春の炎 と

踊 り狂 い,警 察 か ら注意 された事,お ぼろげな

が ら記憶 に残 ってい る.楽 しい予 科生 活の ス

ター トで もあ った.

その2.体 育祭

空襲 に明け暮 れ,長 い戦時体制の悪夢か ら解

放 され,久 し振 りに学生時代 の青春 を呼 び覚 ま

して くれた体育祭,同 期の西 口睦君,赤 沢淳平

君の努力 により作詞 された寮歌,応 援歌,蛮 声

をは りあげて,懐 か しい想い出である.各 部屋

の仮装行列,私 のナ イチゲール姿(写 真3)は

如何でせ う.私 の亡 き母も参加 し,スプーンレー

スに出演 して くれた映像は今 も鮮 明に残 ってい

る.
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写真2南 寮2室 の仮装行列(体 育祭)
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その3.南 寮2室

私は南寮2室,同 期では祐源浩二君,森 雅和

君,高 橋寛君(写 真2)で 起居 をともに し,夜

遅 くまで よく人生論 を論 じた ものである.部 屋

の気風 として は自然態(囲 碁の世界では宇宙流)

をモ ッ トー とし,万 年床 はい うまで もな く,時

には不入浴同盟 を結んだ り恋愛至上主義 を唱え

た りした ものである.当 時 は食糧事情が悪 く,

すべ て配給制で与 えられた ものは何で も食べ よ

う,一 夜 干 しのネズ ミをチ ャンコ鍋に して皆で

食べ たという逸話がある.僅 かな米 を持ち寄 り

飯盒炊 さんでい も粥 をすす り空腹感 を癒 したの

も懐か しい想い出である.

最後に,夢 よもう…度!ポ ー トピア博覧会を

記念 して発足 した神戸青春寮歌祭,旧 き学友 た

ちと,.き 日の 晴熱 を明 日への新たな活力へ と心
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をはず ませ,毎 年秋の寮歌祭 に参加す る事 を楽

しみに している.

(第二代 小児科教授)

写真3南 寮2室,同 期生 とともに
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